
『カスリン･アイオン台風７０年』 

～風化させない歴史とつなげる未来～ 

◆◆編集後記◆◆ 一関地区の電柱や軒先等には、カスリン・アイオン台風を中心とした洪水水位標示板が多数あり、
私たちに常に脅威を教えてくれています。「その時」の為に、歴史を風化させず、防災に取り組んでいきたいですね。(や) 

 昭和２２年・２３年に相次いで来週したカスリン・アイオン台風
は、各地で甚大な被害をもたらしました。 
 それから７０年が経過し、水害の常襲地だった一関・平泉地
区では、遊水地や堤防などの治水施設を原風景と捉える世代
となり、水害に対する防災意識は薄れつつある。一方で、短時
間の集中豪雨や局地的な豪雨等により、施設機能を上回る
洪水の発生頻度が高まることが予測されている。 
 そこで、カスリン台風から７０年の節目に、これまでの水災害
の教訓と近年の気象状況などを知り、そして、地域の未来の
ために、安全を守る「水防災」を一緒に考える機会 
として、「カスリン・アイオン台風７０年 水防災フォ 
ーラム」を平成２９年９月９日（土）に一関文化セン 
ターで開催します。 

プログラム 
１０：００～１０：５０ アトラクション●舞川鹿子躍●一関市消防団纏組 
１０：５０～１１：００ 挨拶 
      ●勝部 修氏 （一関市長） 
      ●高村 裕平氏 （国土交通省 東北地方整備局 河川部長） 
１１：００～１２：００ 作文発表会、アイオン台風体験談 
      ●平成２８年度「土砂災害防止に関する作文」入賞作品発表会 
      ●アイオン台風体験談「生きる」 
１２：２０～１２：５５ 昼休憩 ●「北上川」記録映像放映 
基調講演 
１３：００～１４：００ ●「カスリン・アイオン台風７０年に思う」 
１４：００～１５：００  
      ●「増え続ける台風・大雨災害と最新の防災情報について」 
１５：１５～１６：３０ 「水防災意識社会」の再構築を考える 
１６：３０ 閉会（挨拶） ●清水 晃氏 
         （国土交通省 東北地方整備局 岩手河川国道事務所長） 

※詳細については、国土交通省 岩手河川国道事務所ホームページをご覧下さい。 
 http://www.thr.mlit.go.jp/bumon/kisya/kisyah/images/66735_1.pdf 
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